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これまでのワークショップの経緯1

○対 象 地 区：長野県長野市中条地区（伊折区）

○メ ン バ ー：地域住民、中条地区住民自治協議会、長野市中条支所、

長野県農業改良普及センター（第５回）、外部有識者（金沢大学林直樹准教授）

○実 施 内 容： 2019年１月～2021年３月の間に、計６回ワークショップを開催。地域管理構想の策定に向

け、地域の現況把握と将来予測、土地の使い方の検討・選択（地域管理構想図の作成）等

を実施。

○第１回（2019年１月20日（日））：現状把握等

○第２回（2019年２月10日（日））：将来も維持していきたい場所・課題の検討

○第３回（2019年３月10日（日））：将来的に維持できない場所・悪影響、土地利用の方向性の検討

○第４回（2019年６月23日（日））：中心的な実施主体の検討

○第５回（2020年１月26日（日））：具体的行動の検討

○第６回（2021年３月13日（土））：地域のルール、今後の実施体制の検討、管理構想案のとりまとめ

概 要

実施経緯

全体の会場の様子 グループ討議の様子

自治会（総会）での報告、

区内全戸への管理構想の配布



（第１回～４回までのおさらい）

• 農地や空き家の現況図と、10年後の耕作者年齢・後継者の有無を示した将来予想図を作成

（農地については事前にアンケートを実施、その後ワークショップで情報を補足）

〈現在と10年後の農地の耕作者年齢及び後継者の有無〉
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下図：長野市総合マップ

○現在 ○10年後



3

明るい将来想定

現実的な将来想定

（第１回～４回までのおさらい）

• 考え方（フロー）に沿って、従来通りの方法で管理する土地（青色）、コストの小さい新たな管理方法です
る土地（黄色）、必要最小限の管理とする土地（緑色）の考え方で、土地利用・管理の方向性を色分け。

• 新たな担い手が確保されることを想定した「明るい将来想定」（グッドシナリオ）と、現状の推移で想定し
た「現実的な将来想定」（バッドシナリオ）の２種類の地域管理構想図を作成。

〈２種類の地域管理構想図〉



第５回ワークショップ①（10年後を見据え、地域づくりの計画を考える）

• 第４回までで議論した管理構想図について、「従来通りの方法で管理する土地（青色）」を中心に、どのよう
に取り組んでいくかを具体的なアイデアの話合いを行った。

• 取組を実施していくに当たっての課題についても検討。
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【取組の方向性について】

・いまの景観は作物を作っているから守れているものであり、それをやめてしまうとこの景観はなくなって
しまう。そのような意味で“景観”が一番大事ではないか。

・楽しくやらないと続かない。如何に楽しく続けていけるかを考えたい。

・10年後には人が必ず少なくなっていくというなかで人を呼んで後継者をつくっていきたい。

【具体的な取組について】

（棚田を中心にした取組）

・最も手がかかる田植えの時期と稲刈りの時期の共同作業から始めて、徐々に共同での機械購入や電気柵の
整備などを進めつつ、子どもたちに耕作の必要性などを理解してもらい、手伝ってもらう。こういったこ
とを進めながら、最終的に５年後くらいに全部を集落営農というかたちに持ち込むのが理想的だと思う。

・地域内に住んでいる人、移住してきた人で農業に関心ある人がチャレンジできるようにしてはどうか。農
業機械も貸し出したり、集落で買うことができれば、チャレンジの支援になるのではないか。

・棚田の関係者がまとまって話し合い、栃倉の棚田にフォーカスして議論する場が必要。鳥獣対策として電
柵を個人ではなく地域でまとめて張るような話し合いをして、効率化していくことも必要なのでは。

（その他）

・空き家バンクの情報と一緒に、耕作地の情報も整理して出していってはどうか。

・耕作者をつくるということに加えて、生業として成り立っていくために米などを買い支える人、食べても
らえる人をつくっていくことが必要。食育イベントのようなこともできるとよいのでは。

・移住してきた方が紙すきに取り組んでいるので、耕作放棄地にコウゾを栽培するのも考えられるのでは。

〈主なアイデアと課題等〉
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グループ討議の結果（計画案）A班

第５回ワークショップ②（10年後を見据え、地域づくりの計画を考える）
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グループ討議の結果（計画案）B班

第５回ワークショップ③（10年後を見据え、地域づくりの計画を考える）
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グループ討議の結果（計画案）C班

第５回ワークショップ④（10年後を見据え、地域づくりの計画を考える）



第６回ワークショップ①（地域づくりの取組やルールの内容を具体化し、これまでの成果
を『いおりの地域づくりみらい戦略』（案）としてまとめる）

8

• 第５回までの議論を含め、地域づくりの目的と取組の方針について確認を行った。
• ワークショップ開始後からの変化も含め、土地利用・管理の現況の確認と、地域内で行われている取組や、市
が行っている森林管理の事業等についての情報共有を行った。

【地域づくりの目的】
「伊折の景観をみんなで守り、次代に残す」

【地域づくりの取組方針】
①継続的に“楽しく”取り組む
②地域外の住民を巻き込む
③公民の組織の力を活かす
④段階的に取り組む
⑤“私の”行動につなげる

地域づくりの目的と取組方針

＜取組に関する情報共有＞

・栃倉の棚田で今期開始した中山間地域等直接支
払制度の取組（「伊折の棚田を守る会」を立ち上
げた。以前にも同制度の取組は行っていたことも
あったが、範囲や参加者数ともに増えた）。

・田沢沖の棚田で、既に継続的に実施している共
同での鳥獣防止の電気柵の設置等共同作業の内容。

・林業会社に勤務している移住者から、事業とし
て実施している森林整備の内容や今後の展望。

・市職員の住民から、森林経営管理制度等を活用
した市の森林整備の取組や地域への支援内容。

・自治協議会が実施している空家バンクの取組等。 現況図
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地域づくりの取組（栃倉の棚田での具体的な行動計画）

• 取組に関する情報共有も踏まえて、第５回までの議論から整理した具体的な地域づくりの取組（行動計画表、
その他の継続的な検討が必要な取組）について確認した。

＜地域外の人に伊折の魅力を知ってもらうための取組＞
○食育などテーマに情報発信やイベント ○森林資源の活用などに関する勉強会の実施

＜地域外から耕作意欲のある人を呼び込むための取組＞
○地域内で貸し出し意思のある所有者（農地）の確認・情報の整理
○空き家（集落再熱プロジェクト）での物件情報として耕作できる農地の情報提供
○市営住宅の整備 ○旧御山里小学校の利活用

＜放置されないようにするための土地利用・管理の取組＞
○ヤギ等の放牧による除草の検討（栃倉の棚田など） ○藍染め用のアイや野沢菜、ソバ等の栽培
○耕作放棄地のコウゾの栽培、紙すき製品づくり ○スギ林の間伐や間伐材の利用（燃料など）

＜景観づくりの取組＞
○ヤマザクラの手入れ

具体的な取組の検討ができた栃倉の棚田については、着手時期や関係する主体等を整理。

地域づくりの取組（継続的な検討が必要な取組）

第６回ワークショップ②（地域づくりの取組やルールの内容を具体化し、これまでの成果
を『いおりの地域づくりみらい戦略』（案）としてまとめる）



10 第６回ワークショップ③（地域づくりの取組やルールの内容を具体化し、これまでの成果
を『いおりの地域づくりみらい戦略』（案）としてまとめる）

• 地域として避けたい土地利用のルールや、土地の維持管理が出来なくなった場合や地域外に引っ越す場合の
ルール、移住者に知っておいてもらいたい共同管理の内容、今後の話合いについてなど、地域としてのルール
について意見交換を行い、「地域全体で共有しておきたいこと」として整理した。

①大切な景観を守るために、景観を壊してしまう土地利用は慎重に！
（棚田周辺への太陽光パネルやビニールハウスの設置など）
②移住者が後から戸惑うことがないように、参加してもらいたい共同作業や役回り、この「共有しておき
たい５つのこと」など、地域内で当たり前のことも含めて、移住者が移り住む前に必ず伝達を！
（側溝掃除や草刈りなどの共同作業の時期や頻度、消防団や自治会の活動への協力（役回り）、区費の支払いなど）
③森林や農地の維持管理が困難になってきたら、地域の人に相談を！
（体力的につらくなってきたとき、仕事や家庭の事情で難しくなってきたとき、この地を離れなければいけなくなったと
きなど）

④この地を離れるときは、引っ越す前に、引っ越すことや土地や建物のその後について、地域の人にもひ
と言！
（土地や建物の所有や管理をどうしたいのかなどの意向、土地や建物の処分をどうしたらよいかなどの相談など）
⑤年に一回は地域のことをみんなで話し合う機会を！
（地域づくりで今取り組んでいること、これから取り組みたいこと、地域のなかでの困り事や相談事、その他地域のみん
なと共有しておきたいことなど）

地域で共有しておきたい５つのこと

＜地域としてのルールの検討に当たって出された主な意見＞

・内容としては異存はないが、こうした内容を明文化せずに、“あうんの呼吸”でやっていく方がよいのでは。

・地域に入ってきてくれる方と、強制ではなくみんなでやっている活動についてのお願いや、それに対して
どう考えるかといったことについて事前に話し合って地域づくりをしていくことは必要。

・移住者から見ると、地区のルールは移住者に事前に知らせるべきと思う。年３回の草刈りがあることなど
は移住前に知っておく方がよい。また、その方が地域に入りやすい。

・「ルール」というかたちではなく、こうしたことは守っていこうという柔らかい表現で作っておくのがい
いのでは。



11 第６回ワークショップ④（地域づくりの取組やルールの内容を具体化し、これまでの成果
を『いおりの地域づくりみらい戦略』（案）としてまとめる）

• 取組の実施体制について確認。
• 一連のワークショップを通じての感想等を参加者で共有。
• 確認した内容を「いおりの地域づくり未来戦略」としてとりまとめ、ワークショップ後に区（自治会）の総会
へ報告。また、区の全戸に印刷・配布。

取組の実施体制 ＜ワークショップを通じた感想等＞

・計画した内容を継続していくことが一番
大事。区の体制は変わっていってしまう
ので実施体制を区の体制と別にするのは
よいが、区とは密に連携を。

・この会への参加者が増えるようにしなけ
ればならない。

・棚田も大事だが、そのほかお寺や桜もあ
るので、それについてもみんなでできる
とよい。できることはやっていきたい。

・是非とも住みたくなるような伊折区で
あってほしい、棚田の景観とともにそう
あって欲しい。

・中山間地域直接支払制度を栃倉の棚田で
再開したのは一つの成果。

・これからがスタート。住民が自分たちで
楽しんでいけるようなわくわくすること
し、それを周りのみんながみて仲間にな
りたいと思えるようなことをやっていき
たい。


